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分5月号の特集:GPR(地中レｰダ)に予定していな

がら,ぺ一ジ数の都合で入りきらなかった2編を六号

に回させていただき,特集:GPR[2]としました.六

号のGPR特集は,活断層調査への利用というキｰワ

ｰドで統一してあります.後回しにしてしまった著者

の皆さん,1冊にできずに申し訳ございませんでし

た.

命宇部空港から下関へ行く遺すがら,バスの車窓か

らみえる家々の屋根瓦が,てかてかと黒びかりをし

ていることに違和感を覚えたことがありました.須藤

さんの｢瓦の話｣によりますと,これはどうも陶器瓦

(穂薬瓦)だった様です.私が生まれそだった群馬

の田舎では,こういった光った瓦を見た記憶がなか

ったものですから,次から次と現れる黒びかりした

瓦屋根の家々を,成り金趣味なのかなと思いつつ眺

めていました.陶器瓦といぶし瓦の県別生産量のグ

ラフを見ますと,島根県が陶器瓦の生産量のうち

23.7%を占めていることが目を引きました.趣味の問

題ではなく,地場産業の生産物を使っているという

ことなのですね.

分別子銅山夢物語を拝読して,文化は人という思

いを強くしました.行政と住民とが協力しあって新

しい町づくりをしている様子がいきいきと語られて

いますが,多くの先人たちと,具体的なお名前は出

てこないものの,夢中になってこの町づくりを推進さ

れた何人もの人々がおられることが想像でき幸す.

別子銅山があったからシンポルを作りやすかったと

いうことはあるかも知れません.しかし,“小さな地方

都市だから小回りがきいてまとまりやすかった"とい

う具合に片付ける訳にはいかないでしょう.新居浜

市は愛媛県内では松山市に次ぐ人口13万余の町で

す.我がつくば市は人口15万4千余人,似たような

規模です.かたや300年の歴史､こちらつくば市は誕

生後12年.つくば市の町づくりはこれからです.

命本号では,韓国資源研究所の金さん･高さんに

よる韓国の工業原料鉱物資源の紹介記事,中央大

学杉並高等学校地学部の紹介,濱崎さん･須藤さん

による天草陶石鉱床の紹介等々,ここで触れたい記

事が沢山ありますが,誌面の都合で残念ながら詳し

くご紹介できませんでした.中でも,杉並高等学校

地学部の紹介はほかの高校地学部の方のみならず,

広く一般の方々に是非目を通していただきたい記事

です.

命梅雨入りしたと言われながらも雨は降らず,とこ

ろによってはすでに真夏のような気温になっていま

したが,6月も下旬に入りようやく雨の降り続く日々

となりました.雨の日が好きかきらいか,文字通り好

きずきですが,通勤のバスを待ちながら,雨の夜,

へ一ブ｣ン1･

ぬれた舗装道路に映るテｰルランプの長くあかい尾

は,私にとっては何故か｢街の灯｣と感じられ,闇の

彼方への想いがつのります.山家の出ゆえかもしれ

ません.(湯浅真人)
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